
作成日

2

所管課

関係課

５．その他特記事項

検討事業進捗管理シート
2025/7/4

基本目標 １　こども・若者の権利の保障

施策 １ー１　こども・若者の権利に関する理解の促進

事業名 こども・若者の意見表明の機会創出

担当課
こども福祉課 作成者（職・氏名）

係長 足立　和哉

こどもの参加する権利について周知・啓発を図るとともに、こども・若者に関する事柄につ
いて、こども・若者が自身の意見を自由に表明できる制度や仕組みづくりを研究します。併
せて、こども・若者の意見表明をサポートするファシリテーターの養成について研究します。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

１．事業概要

３．事業の進捗状況 ・令和７年度は、こどもへの意見聴取方法について、調査研究を進め、本市で実施可能な
聴取方法をまとめ、早期の制度運用に向けて制度設計に取り組む。
・必要に応じて、意見聴取の方法、時期、具体例、聴取した意見の反映、フィードバック方法
などをまとめたガイドラインの作成も検討する。
・制度の運用開始と併せて、制度や仕組みの周知を図るとともに、こどもの意見の聴取・反
映・フィードバックの重要性の周知を図る。
・制度設計・運用の進捗状況を考慮しつつ、ファシリテーターの養成にも順次取り組む。

事業の検討進捗状況・
今後の検討スケジュー
ル

４．検討にあたっての課題 ・一部の学校や、一部の学年に限定され、参加できるこどもに格差ができないようにする必
要がある。

⇒意見表明の機会が平等に必要。声を聴かれにくいこどもにも対応した仕組みが必要
・学年によって、サポート方法が異なる（小学生と高校生）

⇒発達段階に応じた支援が必要
・ファシリテーターなど、進行・整理ができる大人が少なく、こどもの声が活かされにくい
・こどもたちにが意見を表明する事にまだ抵抗がある。自分だけ違う意見を言うことに抵抗
を感じる。

事業の検討（実施）にあ
たっての課題（財源・制
度etc）

意見聴取方法の調査研究

制度設計

制度運用・周知

ファシリテーターの養成

≪資料③≫
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作成日

3

所管課

関係課

５．その他特記事項

検討事業進捗管理シート
2025/7/4

基本目標 １　こども・若者の権利の保障

施策 １ー１　こども・若者の権利に関する理解の促進

事業名 こども施策への意見の反映

担当課
こども福祉課 作成者（職・氏名）

係長 足立　和哉

こども・若者の意見がまちづくり等における意思決定に影響を与える制度や仕組みづくりを
研究します。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

１．事業概要

３．事業の進捗状況 ・令和７年度は、こどもの意見を市政に反映している好事例を調査・研究しつつ、本市にお
いても実施可能な制度や仕組みについて、検討する。
・令和９年度からの本格実施に向け、制度設計や仕組みづくりに取り組む。
・必要に応じて、意見聴取の方法、時期、具体例、聴取した意見の反映、フィードバック方法
などをまとめたガイドラインの作成も検討する。

事業の検討進捗状況・
今後の検討スケジュー
ル

４．検討にあたっての課題 ・意見反映の前段階として、意見を聴取する方法の検討が必要。
・多様な意見聴取の方法と併せて、聴取した意見の反映方法について、検討を進めていく
必要がある。
・どの施策で、どの段階で意見を聴くのかが不明確
・施策に反映する意見を聴く対象・方法の基準がない

事業の検討（実施）にあ
たっての課題（財源・制
度etc）

制度・仕組みの調査・研究

制度設計

制度実施
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作成日

13

所管課

関係課

ニーズ調査

医療機関への聞き取り

５．その他特記事項

検討事業進捗管理シート
2025/7/4

基本目標 ２　こども・若者の成長を支える地域社会の構築

施策 ２－１　保育環境の整備

事業名 医療機関を活用した病児保育の実施の検討

担当課
こども福祉課 作成者（職・氏名）

係長 足立　和哉

１．事業概要 保護者が安心して働ける環境を整えるため、医療機関の１室等を活用した病児保育の実施
を検討します。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

３．事業の進捗状況 ・過去に当該事業について実施検討された経過あり
⇒協議経過を確認し、今後の展開を検討していく。

事業の検討進捗状況・
今後の検討スケジュー
ル

４．検討にあたっての課題 ・実施医療機関の環境整備（施設・人材）が必要になるのでは
⇒その整備に対して市の財政支援をどうするのか？

・医療機関の負担増
・利用対象、条件の設定

事業の検討（実施）にあ
たっての課題（財源・制
度etc）

事業の検討
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作成日

26

所管課

関係課

５．その他特記事項

検討事業進捗管理シート
7月2日

基本目標 ２　こども・若者の成長を支える地域社会の構築

施策 ２－２　子育てを支える環境の整備

事業名 アフタースクールにおける昼食サービス導入の検討

担当課
こども育成課 作成者（職・氏名）

係長 澤瀉 良孝

長期休業中にアフタースクールを利用する児童を対象に、保護者の負担軽減のため昼食
サービスを導入する。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

全市実施

１．事業概要

・500円以下の料金設定
・市内全アフタースクールで導入可能な業者の確保
・公費負担の場合、保護者の利便性向上に留まらず、こどもに食を提供して健やかな成長
を支えることを社会の責務とする合意形成

３．事業の進捗状況 ・業者へのヒアリング、保護者へのニーズ調査を通じて、課題整理や導入に当たっての方
向性を決定する。

事業の検討進捗状況・
今後の検討スケジュー
ル

４．検討にあたっての課題 ・こども向けメニューの開発、栄養価と料金とのバランス調整が可能な業者の確保
・一部公費負担の検討(料金設定高の場合)、アフタースクール利用料金の減免措置対象者
への対応
・代金の支払い方法の検討（保護者と業者との間で決済完了の手法検討）
・配膳に係る放課後児童支援員の負担低減化
・Webサイトやアプリからの注文システムの実現
・弁当保管場所の確保、残渣・使用済容器の取扱い

事業の検討（実施）にあ
たっての課題（財源・制
度etc）

配食サービス業者への打診

保護者ニーズ把握

制度設計・導入検討

試行導入（週数回）

課題検証・導入準備
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作成日

40

所管課

関係課

５．その他特記事項

検討事業進捗管理シート
2025/7/4

基本目標 ２　こども・若者の成長を支える地域社会の構築

施策 ２－４　こどもの居場所づくり

事業名 こどもの居場所の整備

担当課
こども福祉課 作成者（職・氏名）

係長 足立　和哉

公共施設等を活用し、こどもやおとながこどもの権利を肌で感じることができる場の整備を
研究します。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

１．事業概要

３．事業の進捗状況 既存の施設の改修や、庁舎整備等の他の施設の状況に合わせて、居場所（施設）の整備
を検討していく。

事業の検討進捗状況・
今後の検討スケジュー
ル

４．検討にあたっての課題 施設の整備にあたっては、財源の確保が課題。

事業の検討（実施）にあ
たっての課題（財源・制
度etc）

施設の検討
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作成日

75

所管課

関係課

５．その他特記事項

検討事業進捗管理シート
2025/7/4

基本目標 ３　健やかに生み育てられる環境づくり

施策 ３－３　様々な経済的支援と医療費助成

事業名 学校給食費無償化の検討

担当課
教育総務課 作成者（職・氏名）

課長 足立　安司

子育て家庭の経済的負担を軽減することを目的に、学校給食費の無償化を検討します。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

１．事業概要

３．事業の進捗状況 市内の小中学校に通う保護者の負担を軽減するため、中学生及び就学に援助が必要な要
保護・準要保護世帯の小学生の学校給食の無償化を実施。（令和７年４月～）
＜実施内容＞
・市内中学校に通う中学生の学校給食を無償化
・市立小学校に通う要保護・準要保護世帯の小学生の学校給食を無償化

事業の検討進捗状況・
今後の検討スケジュー
ル

４．検討にあたっての課題

事業の検討（実施）にあ
たっての課題（財源・制
度etc）

無償化実施
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作成日

118

所管課

関係課

５．その他特記事項

検討事業進捗管理シート
7月4日

基本目標 ４　配慮が必要なこども・若者や子育て家庭への支援

施策 ４－４　外国につながりのあるこども・子育て家庭への支援

事業名 子育て支援施設における交流の場づくり

担当課
こども福祉課 作成者（職・氏名）

係長 足立　和哉

子育て学習センターや児童館を拠点として、外国につながりのある親子と日本人の親子が
交流できる事業の実施について検討します。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

１．事業概要

３．事業の進捗状況 ・令和７年度においては、外国人子育て家庭が子育て支援施設を活用しやすい環境を整備
することを目的として、翻訳機の購入・設置し、情報周知を図ると同時に、令和８年度にかけ
て、外国人子育て家庭の子育て相談等のニーズを把握する。
・ニーズ量に応じて、外国人子育て家庭と日本人親子が交流でいる事業を検討・実施に繋
げる。

事業の検討進捗状況・
今後の検討スケジュー
ル

４．検討にあたっての課題 ・外国人子育て家庭への情報発信が課題。
　⇒子育て支援ポーサイト等多言語の対応が可能な媒体を通して、子育て支援施設の情
報を可能な限り多くの外国人子育て家庭へ届けていくことが必要。事業の検討（実施）にあ

たっての課題（財源・制
度etc）

受入体制の整備

需要量の把握

実施事業の検討

事業の実施
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